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はじめに 

付記  幼稚園（学校）評価の目的と学校評価に関する規定 

Ｐ 標     題 

２ はじめに 幼稚園（学校）評価の目的・学校評価に関する規定 

３ 学校評価並びに自己評価結果の公開 

３ 
第１節．本園の教育目標並びに 

       2022年度教育指針の設定について 

３ 第２節．2022年度に重点的に取り組んだ教育内容 

３ 第３節．自己評価項目の内容と達成及び取組の状況 

４ 自己評価 詳細 

４      Ａ 教育方針・指導計画   

６      Ｂ 健康   

７      Ｃ 人間環境 Ｄ 環境   

８      Ｅ 言葉   

９      Ｆ 表現     

10      Ｇ 家庭連携 Ｈ安全管理   

Ｐ 標     題 

12      Ｉ 学級運営  

13      Ｊ 業務全般 Ｋ 研修と研究 

14 幼稚園運営 自己評価 

14 
    1．幼稚園教育の基本方針と組織  

    2．保育内容の確認 

15     3．研修と研究      4．幼稚園機能の拡大 

16     5．諸法規の遵守 

17     6．リスク対応  7．適正な事務処理 

18 研修内容の詳細     

19 第４節．学校評価の総合的な評価結果 

19 第５節．今後取り組むべき課題 

19 第６節．財務状況 

20 第７節．学校関係者の評価     
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 Ａ．幼稚園教育の基本方針と指導計画・保育内容と記録、組織 

 
  

 

2021年度 

内 容 教育理念・基本方針が明文化されているか（学校評価、ＨＰ他、一般公開）十分、理解・

認識している。 
Ａ 

園の教育方針（教育目標）を保護者や第三者に説明することができる。 Ａ 
教師が各自、幼稚園教育要領を手元に置き指導計画作成の際や機会あるごとに目を通して

いる。 
Ａ 

教員として、本園の（教育方針）自らの学年における目標を理解している。 Ａ 

幼稚園教育要領のそれぞれの領域における考え方が、指導計画に反映されて実践している Ａ 

参考物 本園の教育理念・教育目標・保護者への説明プリント・ＨＰによる公開内容。学校評価。   

建学の精神を理解し、実践している。 Ａ 

Ｈ３０年度に改訂される新幼稚園教育要領について研究・理解に努めている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 幼児期の特徴を理解して、それぞれの時期における発達の流れを承知している。                                                 Ａ 

それぞれの子どもの興味・関心の赴くもの、また友だちとの関係について考慮している。 Ａ 

担任だけでなく、それぞれの子どもを多面的にとらえる機会や話し合いの場が設けている Ａ 

一日の反省評価を記載し翌日に主任・園長の確認を受け自己反省として把握している Ａ 
個々の子どもの発達の様子、生活の様子について指導要録以外にも記録があり、また子ど

もの発達状況、生活状況について話し合う機会が定期的又は必要に応じ設けられている。  
Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもの発達の姿にすべて配慮した指導計画・案となっている。 Ａ 

指導計画、月案・週案などを確認し具体的なねらいを設定した日案を立てている。 Ａ 

活動内容は発達の過程、子どもの興味・関心、生活の流れに応じているか確認している。 Ａ 

計画は、ほかの教員にも知らせて、相互確認をしている。 Ａ 

計画は、子どもの状況や天候などに配慮し、柔軟に実施されている。 Ａ 

思い思いの活動と、クラスや全体での活動のバランスを考慮している。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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2021年度 

内 容 園長を中心に教職員間で子どもの様子や変化についての情報交換を行い、情報の共有を

行っている。 
Ａ 

特に配慮が必要な子どもについては、個別の話し合い（放課後ミーティング以外）が行

われている。 
Ａ 

園長を中心に教職員間で連携をし、その子の発達援助を学年として、若しくは全員で

行っている。 
Ａ 

特に配慮が必要な子どもについては、家庭での状況を把握すると共に、家庭に園での様

子などを伝えている。 
Ａ 

教育課程にもとづいて、子どもの発達の状況を把握している。 Ａ 
参考物 子どもの育ちの記録   

情報共有・意思統一は重要であるが、話に夢中になり過ぎ、業務に支障をきたしていな

いか。 
Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 園日誌、幼児個人記録、行事の記録などの記入状況が点検されている。 Ａ 

保育の記録や評価・反省は一定の様式・記入の仕方に従い、記載されている。 Ａ 

記録は適切に保管・整理されている。 Ａ 

保育の振り返りや、次回の計画の際に記録を活用している。 Ａ 

記録・企画書・その他帳票類を上手に活用している。 Ａ 
参考物 園日誌、幼児個人記録、反省会議事録、企画書、行事の記録など  

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 連絡会議や職員会議などが、経常的に行われているが（放課後ミーティング）、確実性

を以て意識している。 
Ａ 

直近の行事や予定など園の計画は、職員会議で周知徹底し、資料によって、わかるよう

に整理している。 
Ａ 

会議録・記録簿等 自らが整理してファイリングしている。（個人） Ａ 

会議の際、意見を積極的に出している。 Ａ 

子どもの発達に合わせた園環境の見直しについて、意識している。 Ａ 
参考物 会議録  

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 その日の成長の様子や、変化が見られた子どもの様子を記録したり、他教員と話し合っ

ている。 
Ａ 

その日のねらいが達成できたか評価・反省している。 Ａ 

反省を生かし、教材研究を行っている。 Ａ 

翌日や週の保育活動や環境構成に生かしている。 Ａ 

反省、評価の方法が、どのように保育に生かされたか、確認している。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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2021年度 

内 容 指導案や幼児個人記録には、保育内容や出来事が記録されている。 Ａ 

個人の記録は、決まった様式・観点で継続的に行っている。 Ａ 

個人の記録は整理し、活用している。 Ａ 

指導要録は進級、進級時に引き継ぎがなされている。 Ａ 

個人の記録の取り扱い、および保管については十分に注意している。 Ａ 
参考物 幼児個人記録簿   

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 各教職員の役割の分掌と責任が明文化されていてしっかり意識している。 Ａ 

職務の実施内容・検討事項などが記録・整理され、活用している。 Ａ 

日ごろから、円滑に組織的な仕事が行われるよう改善に努めている。 Ａ 

年齢・経験の隔たりなく話し合っている。 Ａ 

参考物 教職員・園務分掌表   

職員間の仲間意識が「馴れ合い」をうみ、業務中に仕事という意識を薄れさせ、自分中

心・自分たち中心の行動をとってしまっていないか。 
Ａ 

報告・連絡・相談が確実に行われている。 Ａ 

自分より経験の少ない教員に対し模範となれている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 子どもが安定感を持って行動できるよう教師との信頼関係が築けている。                                                   Ａ 

戸外・室内において子どもが自分なりの遊びを見つけて楽しめる配慮や工夫がされている                                                                                        Ａ 

指導案に子どもが伸び伸びと遊びこめる時間が設けられている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもの目が自然と戸外に向くように自然物を豊かにしたり、固定遊具の配置に留意して

室内から戸外への動線が連続するようにしている。 
Ａ 

教師がモデルとなって戸外で遊ぶ面白さを伝えるようにしている。 Ａ 

子どもが戸外で遊ぶ時間を十分確保している。  Ａ 
戸外遊び時、傍観するのではなく共に遊び、教師がモデルとなって戸外で遊ぶ面白さを伝

えるようにしている。 
Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもが今、どんな遊びに興味・関心を持ち活動意欲が高まっているかを理解している Ａ 

子どもの興味・関心を喚起するような環境構成をつくっている。                                                           Ａ 

日々の保育がある特定の活動に偏る事の無いように計画している。  Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 遊びや食事の時間等、子どもたちが園生活のリズムを身につけていける指導を行っている Ａ 
園における生活の仕方を知り、子どもたちが自分で生活や遊びの場を整えていける指導を

行っている。 
Ａ 

危険な場所や遊びに対して配慮や指導を行っている。  Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ．健康 
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Ｃ，人間関係 

Ｄ．環境 

 
  

2021年度 

内 容 子どもが不安になった時に、いつでも応じられるように常に教師が身近にいる。                                                Ａ 

集団の中でも個々の子どもの気持ちや意図を汲み取る配慮をしている。                                                                       Ａ 
子どもたちが自分で考え、自分で行動する機会を積極的に設けたり、それに対する援助を

行っている。       
Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 トラブルの場面では、危険のないよう配慮しながら子どもたち同士で解決できるように援

助している。 
Ａ 

友達に自分の思いを伝えようとしている子どもに対して見守り必要な援助をしている。 Ａ 

教師や友だち以外の色々な人を通して様々な事を知ったり考える機会を設けている。 Ｂ 

異年齢児との交流の機会が設けられるよう常時意識している。   Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもたちが社会的ルールや善悪の判断を身につけていくよう配慮している。 Ａ 

当番活動を日常生活の中でしっかり行っている。                                                                          Ａ 

異年齢児との交流を日頃より意識して行っている。  Ａ 

友だちと協力したり、一緒に行う活動の機会を設けている。             Ａ 
子どもが他者の気持ちに気づき、時には自分の要求を抑えるような援助や指導を行ってい

る。  
Ａ 

子ども達にとって模範となるような態度・習慣を行なっている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 本園教育課程を理解、認識し学級の園児以外にも多く関わった。 Ａ 

異年齢の存在を認識することから段階的に園児に助言、指導した。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 園内の自然環境を整備し、活用している。  Ａ 

子どもが、（動）植物に接する機会をつくっている。  Ａ 

季節感のある素材を保育に活用したり季節にあわせた室内環境を工夫している。 Ａ 

子どもが光や風を感じられる工夫やそれらを保育に取り入れられている。  Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 自分の保育室のみならずトイレ、遊戯室など全体の環境構成に留意している。                                            Ａ 

園門付近や廊下など安全管理を含め子どもの生活の場として意識している。  Ａ 

掃除や整理整頓に心がけている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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2021年度 

内 容 子どもの問いかけや話かけを後回しにせず、その場で対応している。 Ａ 
自分を表現する力が十分でない子どもに対しては表情やスキンシップなどを通して心情

を読み取っている。 
Ａ 

毎日または定期的に教師と子どもたちとの会話の時間を設けている。 Ａ 

子どもにわかりやすい言葉でおだやかに話している。 Ａ 

子ども達にとって模範となる言葉使いや話し方が出来ている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもの遊びや活動の広がりに臨機応変に対処するよう心がけている。  Ａ 

その日の子どもの活動の様子を振り返りながら翌日若しくは今後の環境を整えている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

 
 

2021年度 2022年度 

活動の場としての保育室を常々「清潔」「整理整頓」「危険防止安全対策」に留意して

いる。 
Ａ Ａ 

保育室内の備品や用具を適切に扱ったか。そのうえで破損等した場合、そのままにせず

園長に報告し、適切に対処したか。 
Ａ Ａ 

内 容   

 
  

2021年度 

内 容 前日までの子どもの様子に留意し、幼児の興味・関心やあそびの連続性に配慮した環境

構成を行っている。 
Ａ 

週や一日を通し、バランスよく多様な活動ができるように、保育の構成を心がけている Ａ 

子どもが自発的にかかわれる環境の構成に努めている。 Ａ 

異年齢の子どもが自然に交流できるような環境の構成をしている。 Ａ 

園長を中心に職員全体で連携し、環境の構成を行っている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもの発達段階に即した玩具や遊具、教具を用意し、子ども達に活用を促している。 Ａ 

玩具や遊具、教具が十分に事前に用意されている。 Ｂ 

子どもが素材や用具などを自由に自分で選んで遊べるように工夫している。 Ａ 

子どもが、遊びこむ時間を確保している。   Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 グループ活動や当番活動など子どもたちが自主的に進められるような機会を設けている Ａ 

戸外遊びや自由遊びなどの時間を十分に設けている。 Ａ 
子どもたちで解決できそうな場合は、教師が答えを出してしまわないよう見守る姿勢を

心がけている。 
Ａ 

     

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 子どもたちの話の中から出てきた疑問や発見を受けとめクラスで話し合ったり、実際に

確かめたりしている。 
Ａ 

子どもたちの発想や思いをもとにして<例：描画・お話づくり・劇遊び・リズム表現等 

などの活動につなげている。 
Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ｅ．言葉 
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Ｆ．表現 

 

 
  

2021年度 

内 容 教師が率先して挨拶をし、親しい雰囲気をつくっている。 Ａ 

挨拶の大切さ、意味を子どもたちに伝えている。     Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもたちの興味のあるものに関連性がある絵本や紙芝居を用意している。 Ａ 

行事や季節、またそれぞれの学年に応じたものを選んでいる。 Ａ 

絵本や紙芝居は事前に内容を把握し、子どもに伝わるように読み聞かせている。  Ａ 

落ちついた、ゆったりした時間の中で、１日に一度は（若しくは数日に一度）必ず絵本

や紙芝居、素話をする機会を設けている。          
Ｂ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもが生活の中で感じた美しいものや心を動かす出来事を教師が受け止め共感してい

る。 
Ａ 

子どもが自分なりの思いで描いたり、イメージしたものをつくろうとしている気持ちを

受け止め共感している。 
Ａ 

子どもたちの様々なイメージの表現に必要な素材や用具を工夫し、準備している。   Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもの興味や関心を引き出すような音楽や楽器を保育に取り入れている。 Ａ 

保育室など子どもが見られる所に絵画等を展示している。  Ｂ 

子どもに刺激となるさまざまな素材や保育教材が準備されている。    Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 子どもが様々な楽器に触れ、楽しむ保育をしている。 Ｂ 
教師が先回りして指示したり、性急に技能的なことを求めたりせず、子どもに自由感を

持って活動させている。 
Ａ 

教師も子どもと一緒になって表現する事が楽しいという姿勢が持てている。 Ａ 

  身体を使った様々な表現あそびが取り入れられている。 Ａ 

  子どもが日常的に歌をうたう機会が設けられている。  Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 一つ一つの作品について、教師がその面白さや大切さを理解するように努めている。  Ａ 

子どもの作品に対する思いや、その作品に関する話を受け止め記録している。    Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 
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Ｇ．家庭連携 

 

Ｈ．安全管理 

 

 

 
  

2021年度 

内 容 日常の様子などは、必要に応じて電話連絡している。 Ａ 

けがや事故が起きた時は状況や原因などを細かく説明している。 Ａ 

クラスや子どもの様子・成長などを「クラスだより」で確実に伝えている。 ー 

保育参観や懇談会において保育内容をより理解してもらえるようにようにしている。  Ｂ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

ー 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 保護者の相談や質問には、丁寧に対応している。 Ａ 
保護者と個別面談や電話連絡などを通じ定期的に子ども一人ひとりの共通理解に努めて

いる。 
Ａ 

園の様子や子どもの発達理解のための情報提供に努めている。 Ａ 

個別の課題や目標に応じ、保護者と連携して達成に努めている。 Ａ 

子どもの成長や変化を保護者に伝え、喜びを共有するよう努めている。 Ａ 

個人懇談で家庭での様子を聞いたり、園での様子を伝えるなど情報交換をしている。 Ａ 

子どものことで「家庭（保護者）への連絡」を怠ったことはない。 Ａ 

知り得た家庭事情や子どもに関する情報を他人に漏らさないようにしている。    Ａ 

保護者の家庭状況や変化を把握している。 Ａ 

特に配慮が必要な家庭には、状況に応じた対応がなされている。 Ａ 

電話連絡などで、こまめな相互連絡を心がけている。 Ａ 

保護者が理解しやすい、日ごろからの関係・環境を作っている。 Ａ 

保護者理解と個別対応がなされている。 Ａ 

教職員同士での保護者理解のための情報交換・共有をしている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 苦情や質問の苦情解決のための仕組みを工夫している。 Ａ 

教職員が聞いた保護者の苦情や質問などは、主任や園長に確実に伝えている。 Ａ 

苦情の内容と、その解決方法はすべての保護者に情報として提供されている。 Ａ 

苦情については、職員が保育を改善するための前向きな意見としてとらえている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 遊具・設備備品・保育室内・園庭等戸外・建物共有空間などに関する安全点検チェック

リストが作成されていて運用している。 
Ａ 

安全管理担当者（火元責任、倉庫点検など）を決めて職務を遂行している。 Ａ 

事故や怪我の報告書などがあり、記載し、それをもとに再発防止に努めている。  Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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2021年度 

内 容 緊急時行動に関するマニュアルを周知徹底、理解把握している。 Ａ 

通報先（警察など外部）にすぐに連絡ができるようにしている。 Ａ 

教師間への連絡連携が取れる体制になっている。 Ａ 

防御スプレー、さすまた等、すぐに使えるようにしている。 Ａ 

消火器の位置を把握し、使い方を理解している。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 薬を飲ませる場合は、保護者の依頼を受け確実に与薬している。 Ａ 

救急医薬品の置き場所、並びにその内容は確実に把握している。  Ａ 

清掃用などの薬品は、確実に保管するように配慮している。   Ａ 

子どものアレルギー疾患などを把握していて、他の教師にも周知されている。 Ａ 
     

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 衛生管理について、しっかり意識して実行している。 Ａ 

遊具や玩具が使いやすいように工夫している。  Ａ 
常に園児の「安全」に気をくばっていたか。通園バスの進入の際や遊具の活用の際

等。 
Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

  2021年度 2022年度 

自らの健康管理に留意し、健康な状態で過ごせるよう留意している。 Ａ Ａ 

日ごろから安全・衛生意識の確認を行っている。 Ａ Ａ 

定期的に、安全・衛生点検を実施している。 Ａ Ａ 

点検リストが準備されていて確実に対処している。 Ａ Ａ 

環境構成の際に、安全・衛生点検の視点を組み込んでいる。 Ａ Ａ 
行政などからの情報を把握し(光化学スモック情報、PM2.5情報等)、教職員で情報を

共有し、安全・衛生点検に役立てている。 
Ａ Ａ 

内 容 

 
  

2021年度 

内 容 園児の受け取り、引き渡しの手順が定められている通り対応している。 Ａ 

教職員間で手順や方法について、定期的に確認し、保護者にも周知している。 Ａ 

父母でない者への引き渡しのルールがあり、周知されている。 Ａ 

子どものその日の健康状況などを見て、確認している。 Ａ 

子どもの受け取り、引き渡し場所（バス通園・直接園）の安全を確実に確認している Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 職員ひとりひとりに、危険・安全について意識を高めている。 Ａ 

点検リスト、点検簿があり、定期的に記録している。 Ａ 

複数の教員により点検を確実に実施している。 Ａ 

不備が見つかった場合、緊急度を考慮して対応している。 Ａ 
参考物 点検記録簿・マニュアル  

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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Ｉ．学級運営 

 
  

2021年度 

内 容 日常から子どもへの、啓蒙活動をしている。 Ａ 

子ども・職員に、防犯教育を行っている。 Ａ 

参考物 不審者対応マニュアル 監視カメラ 不審者対応用防具類 緊急連絡の設備方法  

常日頃、防犯カメラを意識したり入門者が入門許可証を所持しているか等確認する

等、安全対策を自分のこととして理解し行動している。 
Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 事故の危険がある場所をチェックし、改善に努めている。 Ａ 

事故発生時の対応マニュアルが作成されていて、保護者に周知されている。 Ａ 

教職員間で事故発生時の対応の仕方や分担の話し合いがなされ、連携のとれる体制が

作られている。 
Ａ 

保護者へ、事故の経緯・対応や改善策が説明されている。 Ａ 

事故対応後は、速やかに問題点を明らかにし、改善策を講じている。 Ａ 

参考物 事故記録簿・報告書  

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

 
  

2021年度 

内 容 弁当・給食の保管場所に留意し、適切に管理している。 Ａ 

子どもの食事に注意を払い、喫食状況を把握している。 Ａ 

保護者にバランスのとれたメニューや、食育についての情報提供を行っている。 Ａ 

子どものアレルギー状況を把握し、適切に対応している。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 掃き掃除や拭き掃除が行き届いていて、いつも清潔な環境で子どもを迎えている。  Ａ 

子どもの動線なども考え、安全に配慮した環境になっている。     Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 登園後や降園前に視診をして、子どもの心身の状況を把握している。  Ａ 

子どもの内面を見ることを心がけながら、保育をしている。 Ａ 

一人ひとりの子どもが、落ち着いて遊んだり生活できる場になるように工夫している  Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 クラスの子どもには、ひとりひとりに対して毎日言葉がけをしている。 Ａ 

園全体の子どもの名前を覚えている。 Ａ 

スキンシップやあそびを通して、子どもとの関係を深めている。 Ａ 

子どもへの言葉遣いや対応が適切であるか、教職員間で確認している。 Ａ 

子どもの自主性を尊重し、好ましい人間関係を作っている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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Ｊ．業務全般 

 
  

2021年度 

内 容 前日までの子どもの様子に留意し、幼児の興味・関心やあそびの連続性に配慮した環

境構成を行っている。 
Ａ 

週や一日を通し、バランスよく多様な活動ができるように、保育の構成を心がけてい

る。 
Ａ 

子どもが自発的にかかわれる環境の構成に努めている。 Ａ 

異年齢の子どもが自然に交流できるような環境の構成をしている。 Ａ 

職員全体で連携し、環境の構成を行っている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 挨拶、笑顔、電話応対、言葉づかい。態度、マナー、行儀。     Ａ 

職員間での約束事、業務として教員会議で決定されたことを貴女は遵守しているか。 Ａ 

期限や取り決めの時間を遵守しているか。 Ａ 

報告の義務は怠ったことはないか。   Ｂ 
園務分掌・行事の担当者それぞれと十分に協議を行い「企画」したか。先輩職員の説

明や同輩、後輩の職員の意見なと活発な取り組みの姿勢があったか。 
Ａ 

会議での発言、発表、説明などは十分に行えたか。 Ｂ 

広い視野にたって「園児」「業務」を観ているか。  Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ 

 
 

2021年度 2022年度 

園からの配布物(手紙等)は、決められた期日に配布している。また、その内容を熟知

し理解している。 
Ａ Ａ 

幼稚園の単なる一担任ではなく、幼稚園を代表する一人として意識し、業務について

いる。 
Ａ Ａ 

メリハリを持って業務を行っている。 Ａ Ａ 

お歩きの降園時に音楽をかけたり門を開ける等、複数教諭で業務にあたる際、先輩後

輩関係なく他教諭任せにせず自ら率先して行動している。 
Ａ Ａ 

経費節減のため、無駄な教材使用やコピー節減に意識して努めている。 Ｂ Ａ 

園務分掌、行事担当、その他の役割分担をしつかり意識し、消化し業務を遂行してい

る。 
Ａ Ａ 

内 容  

 
  

2021年度 

内 容 主任他、他教員とコミュニケーションをよくとり、他の教師の助言や保育技術を参考

にしている。 
Ａ 

研修で学んだことが教職員に報告され、保育に生かされている。 Ｂ 

保育について教職員間で話し合ったり、指導や協力体制が確立されている。 Ａ 
自己の課題や園全体の課題について定期的に見直しや評価を行い、保育の質の向上に

努めている。         
Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 定期的に購読している教育書や保育雑誌がある。                                                                   Ｂ 

公開保育に積極的に参加したり他の教師の保育の様子を見学するよう努めている。                                                             Ｂ 

夏期休暇等を利用して研修・教材研究を行っている。  Ｂ 

2022年度 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ｋ．研修と研究 
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幼稚園教育の基本方針と組織 

保育内容の確認［幼稚園全体］ 

保育内容の確認［教員］ 

 
  

2021年度 

内 容 定期的に「教材」または「活動のための題材や素材など」についてその活用内容につい

て研究した。 Ａ 

「教材研究」を日頃より留意し、保育に生かせている。 Ａ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

 
  

2021年度 

内 容 園として食育に取り組み、教員して実践している。 Ａ 
教員間で食育について話し合い、共通理解を図っている。 Ａ 
折にふれ、保護者に食育の方針について説明をしている。 Ｂ 

2022年度 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

１－１ 園長・主任教諭は、リーダーとしての責任を果たしているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

 

 備考 
  

１－２ 地域交流と貢献を心がけているか （前年度評価 Ｂ） 

内 容 

Ａ 

２－１ 環境問題への配慮がなされているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

２－２ 行事の配置は適正か （前年度評価 Ｂ） 

内 容 

Ａ 

  備考 

１－３ 適切な「働き方改革」が実施されているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 
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研修と研究 

 

幼稚園機能の拡大 
 

３－１ 人材の計画的な確保、育成をしているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

３－２ 園外研修が適切に行われているか （前年度評価 Ｂ） 

内 容 

Ａ 

３－３ 特別支援に対応しているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

 

３－４ いじめ・差別・性差別などの対応が適切に行われているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

  

３－５ 幼小連携に努めているか （前年度評価 Ｂ） 

内 容 

Ａ 

４－１ 地域の子育て支援に対応しているか （前年度評価 Ｂ） 

内 容 

Ｂ 

備考 

４－２ 幼児教育無償化に対応しているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 
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諸法規の遵守 

４－３ 未就園児への対応を行っているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

備考 

  

４－４ 預かり保育を適正に実施しているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

備考 

４－５ 実習生の研修の場の提供を適切に行っているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

備考 

  

４－６ 情報公開を適正に行っているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

５－１ 健康診断を実施しているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

  

５－２ 労働基準法に対応しているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

備考 

  

５－３ 道路交通法に対応しているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

備考 
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リスク対応 

適正な事務処理 

５－４ 虐待防止などの対策、対応がなされているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

備考 

６－１ 任意保険の確認を行っているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

６－２ 社会的事件からの学習、対応がなされているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

  

６－３ コンピューター・インターネットの安全管理がなされているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

  備考 

７－１ 園の重要書類の管理がなされているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

  
  

７－２ 必要な書類や、公文書などの処理が適正に行われているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

備考 

７－３ 園の情報公開が適正に行われているか （前年度評価 Ａ） 

内 容 

Ａ 

備考 
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⑴

⑵

 研修日時 研  修  内  容 研 修 者 

１ ２０２２／４／７ 体育指導研修 全 教 諭 

 研修日時 研  修  内  容 研 修 者 

1 ２０２２／０４／２０ 令和４年度大私幼本部研修会（オンライン） 園長 山口 哲也 

2 ２０２２／０５／２２ こどもと一緒に楽しむ歌の世界（オンライン） 

教諭 甲斐美由記 

教諭 長倉絵梨華 

教諭 渡邉 奈緒 

3 ２０２２／０５／２９ 
教育現場での熱中症対策オンラインセミナー 

（オンライン） 
教諭 中野 志保 

4 ２０２２／０５／２９ フレーベル祭（オンライン） 園長 山口 哲也 

5 ２０２２／０６／２９ 京阪支部会研修会 園長 山口 哲也 

6 ２０２２／０７／１０ あなたのしらないＨＳＰの世界（オンライン） 教諭 吉田千亜紀 

7 ２０２２／０７／２３ 
保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「子ども真ん中社会の子育て・保育の実現に向けて」 
教諭 中野谷早智 

8 ２０２２／０７／２６ 

保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「地域づくりの中心として園が担える役割」 

 「保護者を園の味方にするpart２」 

教諭 石﨑佐和子 

9 ２０２２／０７／３０ 
保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「「じりつ」と「きょうりょく」を大切にする保育の現場」 
教諭 石﨑佐和子 

10 ２０２２／０８／０１ 特定給食施設等対象Web研修会（オンライン） 園長 山口 哲也 

11 ２０２２／０８／０６ 

保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「家庭内における突然死のリスクについて」 

 「いま改めて考えたい社会全体で子どもを育てること」 

教諭 石﨑佐和子 

12 ２０２２／０８／１１ セコムAEDスキルアップ講習（オンライン） 園長 山口 哲也 

13 ２０２２／０８／２４ 
保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「参加型！簡単！親子遊びのｱｲﾃﾞｱと保育への活用」 
教諭 甲斐美由記 

14 ２０２２／０８／２５ 
保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「「じりつ」と「きょうりょく」を大切にする保育の現場」 
教諭 甲斐美由記 

15 ２０２２／０８／２６ 
保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「家庭内における突然死リスクについて」 
教諭 甲斐美由記 

16 ２０２２／０８／２６ 保育園・幼稚園で取り組むEN－TRYのSDGｓ 教諭 甲斐美由記 

17 ２０２２／０８／２９ 
小児医療センター講演会（オンライン） 

 「子どもの発達症～発達障がいについて～」 
教諭 甲斐美由記 

18 ２０２２／０８／２９ 

保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「発達症のお話」 

 「読み書きが苦手な子kども達」 

 「自我発達～自分も悪くいないなと思える前での育ち」 

教諭 石﨑佐和子 

19 ２０２２／０８／３０ 
保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「子ども真ん中社会の子育て・保育の実現に向けて」 
教諭 甲斐美由記 

20 ２０２２／０８／３１ 
小児医療センター講演会（オンライン） 

 「子どもの発達症～発達障がいについて～」 
主任 秋吉由布子 

 研修日時 研  修  内  容 研 修 者 

21 ２０２２／０８／２５ 
発達障がいを愛着ですませないために 

 ～発達障がいの基礎を知る～（オンライン） 
園長 山口 哲也 

22 ２０２２／０９／０６ 
令和４年度 

保育所等障害児保育担当保育士研修 

園長 山口 哲也 

教諭 中野 志保 

23 ２０２２／１１／０４ 「世界を旅する絵本」セミナー（オンライン） 教諭 甲斐美由記 

24 ２０２２／１１／２３ 小児の食物アレルギー新常識（オンライン） 教諭 甲斐美由記 

25 ２０２３／０１／０９ 
保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

 「保護者を園の味方にするpart１」 
園長 山口 哲也 

26 ２０２３／０１／１１ 
保育をどうしよう未来会議（オンライン） 

  「子どもを見つめる子どもの声を聴く」 
教諭 石﨑佐和子 

27 ２０２３／０１／１６ 
児童虐待問題研修会  

 「児童虐待に起因する傷の味方」 
園長 山口 哲也 

28 ２０２３／０１／２１ 保育をどうしよう未来会議（オンライン） 教諭 石﨑佐和子 

29 ２０２３／０１／２７ 令和４年度 就学前児童施設職員研修 園長 山口 哲也 

30 ２０２３／０２／１３ 令和４年度 大阪府幼小接続推進フォーラム 園長 山口 哲也 

31 ２０２３／０２／１９ 
令和４年度大阪府発達障がい児支援のため 

の保育士・幼稚園教諭研修（オンライン） 
園長 山口 哲也 
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〒573-1102 枚方市北楠葉町３８番１号 
電話 ０７２－８５７－８２２１  ＦＡＸ ０７２－８５６－５９４４http://www.k-aoba.ed.jp/  Mail address info@k-aoba.ed.jp 

2023年４月１日発行  


